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Twitterを用いた地球科学における効果的な情報発信方法の検討
Consideration of Effective Transmission of Information Using Twitter in Geoscience
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Twitterは非常に有効な情報収集・情報発信ツールの 1つになっており、学術的な研究内容の有効な広報手段の 1つに
も使うことが出来る。それは近年の地球環境問題や自然災害によって、比較的一般の方の関心の高い分野にもなってい
る地球科学においても例外ではない。そして、より多くの人に有益な情報発信を行うためにはツイートがうまくバイラ
ルしたり、お気に入りに多数登録されるなどし、フォロワーとコミュニケーションが取れるようなアカウントを運営す
ることが重要であるがその知見は充分ではない。
そこで、地球科学に関するニュース、雑学、イベント情報などの情報提供を行う botを作成し、アカウントを試験的に

運営する。
そこのフォロワー属性を地球科学になんらかの関心がある人やそういった研究機関に所属している人などに絞った場

合と絞らない場合、またはツイートの内容で、ニュースなのか、雑学（高校生まででわかる簡易な雑学と専門的な雑学
に分ける）なのか、イベント情報（学会やシンポジウム、体験系など）なのかで、公式・非公式リツイートの数やリプ
ライ数および内容、お気に入り追加数、引用リツイート数の数を数えて、有意な差が出るかどうかを検証する。
そして、よくバイラルした情報がどのようなもので、フォロワー属性を絞ることが有効なのかどうかに関して議論す

る。Twitterにて地球科学関連の情報の拡散を体系的に調べ、地球科学分野の情報発信のための Twitterの有効な運営につ
いて考察する。
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